
表23　メンタルヘルス不調による休務者の状況（令和４年度）

（県内）

休務者数 割合 在籍職員数 割合 割合

a (※１) d(※2) (※１) a/d

市 1,059 88.3% 67,590 84.9% 1.6%

町 村 92 7.7% 6,492 8.2% 1.4%

一部事務組合等 49 4.1% 5,513 6.9% 0.9%

県 内 合 計 1,200 100.0% 79,595 100.0% 1.5%

（参考：全国）

市 区 20,214 83.5% 1,437,990 79.9% 1.4%

町 村 2,927 12.1% 243,714 13.5% 1.2%

一部事務組合等 1,076 4.4% 118,613 6.6% 0.9%

合 計 24,217 100.0% 1,800,317 100.0% 1.3%

（注）１　令和４年度中にメンタルヘルス不調により引き続いて１か月以上の期間、病気休暇取得又は休職した職員を休務者として計上している。

　 　　　２　一部の団体においては、年度ではなく暦年（令和４年１月～令和４年12月）の休務者数を計上している。

　　　３　令和３年度から引き続いて休務した者及び令和４年度中に退職した者も含んでいる。

　 　　　４　（※1）については全団体の休務者の合計に占める、団体区分毎の休務者の割合を算出している。

　　　５　（※2）については参考値として、ストレスチェックの実施状況等で調査した在籍職員数（表20）を引用している。

　　　６　端数処理のため、合計が100％とならない場合がある。

　　　７　市及び市区には、指定都市を含まない。

休務者

区　分

（参考）職員数と休務者の割合


